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るが，本調査は，2012 年度 9 月に実施した生活習慣病
健診結果および生活習慣調査結果を研究資料とした．な


























































































は男子 -0.7 ± 16.6％，女子 -1.1 ± 15.5 で有意な差はなか
った．体脂肪率は女子の方が有意に高値を示した．肥満
度 20% ≦の肥満群は全体では 12.8% で比較的男子に多
くみられた．一方，肥満度≦ -20%の痩身群は全体では
4.2% で，女子に多い傾向がみられたが有意な性差はな
かった．腹囲も 80cm ≦または腹囲身長比 0.5 ≦の内臓
脂肪型肥満群は 9.9% であったが有意な性差はなかった





身長（cm） 161.4 ± 8.0 154.8 ± 5.6 p<0.01
体重（kg） 50.3 ± 11.5 46.7 ± 8.5 p<0.01
腹囲（cm） 68.3 ± 9.3 67.4 ± 7.6 0.387
腹囲 /身長 0.423 ± 0.052 0.435 ± 0.047 0.106
肥満度（%） -0.7 ± 16.6 -1.1 ± 15.5 0.211
BMI 19.2 ± 3.4 19.4 ± 3.1 0.478
体脂肪率（%） 16.1 ± 5.7 23.5 ± 4.7 p<0.01
SBP（mmHg） 116.4 ± 11.8 110.0 ± 9.6 p<0.05
DBP（mmHg） 61.0 ± 7.1 59.8 ± 7.0 0.178

































































別男女比較では 1年生は男子 908.6cm/s　女子 891.3cm/
s，2 年生は男子 923.3cm/s　女子 901.1cm/s，3 年生は





s ，痩身群は男子 965.5cm/s　女子 951.8 cm/s ，肥満群
のうち軽度肥満は男子 971.8cm/s  女子 968.4cm/s，中
等度肥満男子 1004.2 女子 981.6 cm/s ，高度肥満は男子
1098.5cm/s  女子 1012.3cm/s であった． PWV値は体
型の影響を受け，痩身群は標準群に比して高値を示した．
また，肥満群と標準群の比較では，肥満度が増悪するに
ともない有意に高値を呈した（図 2-1 ～ 3）．
3 ．収縮期血圧（SBP）・拡張期血圧（DBP）
SBPと DBPは，加齢にともない増加傾向を示し，SBP
高値群は全体で 11.2%，DBP高値群は 18.7%であった． 
SBP の学年別男女別比較では 1年生は男子 108.6mmHg　
女 子 104.3mmHg，2 年 生 は 男 子 112.6mmHg　 女 子



































































































1年生は男子 61.3 mmHg 女子 59.4mmHg，2年生は男子
63.5mmHg　女子 62.7mmHg，3 年生は男子 67.4mmHg 
女子 63.1mmHg であり SBPと同じく各学年とも男子の
方が高くなっていた．
また，比較的男子に高値群が多く，特に 3年生男子の
血圧高値群は 22.3% で他の学年より有意に多かった． 
肥満度と SBP との比較では，単相関係数が男子
r=0.574，女子 r=0.427，PWVと SBP との比較では男子
r=0.571，女子 r=0.503 でともに有意な関連性が認めら











は男子 976.1cm/s 女子 950.8cm/s であり，標準群の
PWVは男子 918.5cm/s 女子 904.3cm/s であった．男女
とも内臓脂肪型肥満群は PWVが有意に高値を示してい
た．
PWVと SBP 別比較では，血圧高値群の PWVは男
子 1017.7cm/s 女子 987.3cm/s であり，標準群は男子
915.5cm/s 女子 908.7cm/s で血圧高値群が有意に高値を




分 女子 468.9 分，2年生は男子 443.6 分 女子 448.9 分，3




く，男子 476.5 分 女子 481.3 分，痩身群は男子 460.4 分 
女子 459.8 分，肥満群では軽度肥満は男子 444.1 分 女子
428.0 分，中等度肥満は男子 423.9 分 432.3 分，高度肥満
は男子 428.6 分 女子 435.6 分であった．肥満群の平均睡
眠時間は434.8±113.2分で標準群や痩身群より有意に短
かった．しかし，睡眠時間と肥満度との関連性には有意



















































男  子（N=356） 女  子（N=330）
ｒ p-value ｒ p-value
肥満度 0.204 ｐ＜ 0.05 0.132 n.s
体脂肪率 0.080 n.s 0.205 ｐ＜ 0.05
腹  囲 0.152 n.s 0.244 ｐ＜ 0.05
収縮期血圧 0.571 ｐ＜ 0.01 0.503 ｐ＜ 0.01
拡張期血圧 0.222 ｐ＜ 0.05 0.515 ｐ＜ 0.01












































































































































室内の時間 PC/Game TV・DVD Mail 学習時間
1年生男子
（N=117） 64.4 ± 75.1 59.5 ± 74.5 108.7±87.9 8.9 ± 26.8 56.7 ± 52.0
1 年生女子
（N=118） 60.2 ± 66.2 60.1 ± 67.3 100.9±79.4 7.7 ± 17.6 48.8 ± 55.1
2 年生男子
（N=124） 73.0 ± 73.6 81.8 ± 78.3 75.2 ± 60.6 10.2 ± 21.0 76.3 ± 66.8
2 年生女子
（N=96） 51.2 ± 71.5 35.6 ± 64.3 113.0±94.9 16.0 ± 28.6 66.4 ± 61.7
3 年生男子
（N=115） 70.2 ± 73.8 32.6 ± 50.7 102.7±77.7 10.8 ± 17.7 51.0 ± 48.5
3 年生女子

















































































































































食品群 毎日食べる ほぼ毎日 半々 あまり食べない 食べない
米麺類 75.6 19.4 3.7 1.5 0.0
肉類 19.4 34.4 40.0 5.0 1.0
魚類 9.6 29.2 46.1 12.6 2.4
鶏卵 19.7 35.6 32.6 10.8 1.3
牛乳 35.7 20.1 13.9 15.4 14.8
大豆製品 15.6 22.2 38.4 19.3 4.3
野菜 20.5 32.9 24.1 12.4 3.7
海藻 9.9 17.0 39.9 24.4 6.6
果物 23.4 31.1 31.1 11.4 2.8
揚げ物類 8.2 24.7 47.8 16.2 2.1
スナック菓子 13.2 23.3 33.2 23.9 6.2
味噌汁 24.1 31.5 29.2 12.6 2.1
レトルト食品 11.9 2.2 15.3 70.2 11.6
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